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２月６日のありがとう集会に，８４名のサポーターの皆さんが出席してくださいました。１，

２年生と入場したサポーターさんは，満面の笑顔でした。今年度収穫したお米と手紙をプレゼン

トし，児童運営委員会が考えた白山小ならではのクイズで，集会はさらに盛り上がりました。子

どもたちは，スライドでサポーターの皆さんと活動した思い出を振り返りながら，「パプリカ」の

歌と踊りで感謝の気持ちを伝えました。ありがとう集会を通してたくさんのサポーターの皆さん

が自分たちを見守り，支えてくださっていることを子どもたちは改めて実感しました。サポータ

ーさんを代表し，井戸老人クラブ三楽会小田会長さんより，「サポートのきっかけは，登校時の子

どもたちの礼儀正しい挨拶でした。子どもたちから元気をもらっているので，これからもずっと

子どもたちをサポートしていくつもりです。」と，子どもたちに心強い言葉を贈ってくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全校生が一人一役で準備をしました。 



 

１月１６日に，「ファジアーノ岡山」の原田貴志さんが白山小学校に帰っ

てこられました。原田さんの進んだ道は，「大好きなサッカー」。「好きなこ

とをとことんやってみよう。」と，原田さんはサッカーのコーチになりまし

た。日本全国だけでなく，世界１８か国を訪れている原田さんの話は楽し

く，興味深いものでした。仕事をしていてよかったことの一つは，競い合

えるたくさんの仲間と出会え，いろいろな場所に行けたことだそうです。

「原田さんのようなすてきな先輩がいることを誇りに思います。今日聞い

たお話を将来に生かしていきたいです。」と，代表児童がお礼を述べました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年生は，１月２２日におやじの会と井戸婦人会の皆さん

と餅つきをしました。サポーターの皆さんのぺったん，ぺっ

たんと餅をつく音と，子どもたちの「よいしょ，よいしょ。」

の元気な掛け声が響き合いました。そして，できあがったお

餅は子どもたちとサポーターの皆さんが一緒に和やかにお話

をしながらいただきました。おやじの会の眞鍋さんは，「毎年

子どもたちの元気な掛け声が聞けるのが楽しみだ。子どもた

ちが気持ちを込めてついてくれたお餅はとてもおいしかっ

た。」と話してくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

白山小では，

サポーターさん

との学習をふり返り，お礼の手紙を書いたり

思い出の場面を絵に表したりすることで，豊

かな体験が学びにつながることを目指して

います。 

 

 

 

 

にこにこ生活部会 

わくわく学習部会 
 


